
氏名 ご意見 道の考え方 （案）への反映

小塚委員

栄養教諭が児童生徒に対して指導という話があったかと思うが、栄

養教諭自体がこのイエスクリーンをどのくらい理解しているものな

のか。栄養教諭に対しての教育というのはどうするのか

来年度から新しく取り組むことを考えている事業。取り組む学校と

いろいろ下準備をしている。お互い了承できれば事前に栄養教諭と

クリーン農業や北海道の取組を共有する考え。その時間は十分に設

けたいと考えている。

特になし

久保委員
クリーン農業推進には生産者に対するインセンティブが不可欠と考

えてますいかがか

国は、農業者のインセンティブとなる直接支払い制度を設けてい

る。道としてはこの制度がもっと使いやすくなるように、地元の財

政負担や事務負担を軽減することを国に要請している。

【Ⅳの１、３、４】

環境保全型農業直接

支払交付金の活用を

記述

久保委員

生産者に直接働きかけるものではなく、クリーン農産物を扱うこと

が流通から消費までのあちこちで小さいところから有利に働くよう

な仕掛けをしていくのはどうか

地域の農産物直売所等を通じた取り組みをしていく考え

【Ⅳの３】

農産物直売所との連

携を記述

山崎委員
クリーン農業に取り組まないまたは取り組めない理由があるのでは

ないか

YES!cleanの取組面積が伸び悩んでいるが、YES!cleanは団体で登

録することを要件としており、構成員の一部が離農して、取り組み

ができなくなる団体もあることは把握している。要望があるのに

YES!cleanに取り組めない団体や個人は、個人でも取り組める制度

に誘導していきたい。

【Ⅳの３】

多様なクリーン農業

の推進を記述

山崎委員
クリーン農業サポーター数の達成状況について、計画よりかなり少

ないがその理由いかん

クリーン農業サポーターとは、セミナーや体験講座を通じてクリー

ン農業への理解をえられた方々を認定するもの。計画期間中のコロ

ナ禍によりイベントができなかったことから、サポーター数が伸び

悩んだ。今年は順調に色々イベントを開催している。

特になし

今成委員

生産者、消費者双方の理解浸透に向けた取組や、費用削減に繋がる

新たな技術の開発、普及に向けた取り組みについて、８期計画に十

分に反映していただきたい

趣旨を理解し、計画に盛り込んでいきたい。

【Ⅳの１、２】

技術開発・普及、理

解醸成、利益向上を

記述

令和６年度第２回北海道食の安全・安心委員会における

クリーン農業推進計画（第８期）素案に対する委員のご意見
資料３－２
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氏名 ご意見 道の考え方 （案）への反映

町村委員

クリーン農産物の販路拡大に関して輸出が中心に記載されている

が、実際の販路拡大を考えた場合にはやはり国内消費が中心となる

ので、最初に記載があっても良いという印象。また、検証の仕方と

してGAPの認証数を指標として据えるというのは考え方の１つとし

てありだと思うし、国内販売においても意味のあることだと思う。

新しい取組に着目して輸出を前面に出した記載としていたが、まず

は国内というのはそのとおりなので、ご意見を踏まえ修正したい。

【Ⅳの５】

国内販売に係る内容

を記述

菊谷委員

このような状況において、クリーン農業を推進していかなければな

らないが、町村委員の発言にもあったとおり、まずはマーケットの

確立が非常に重要。価格差（コスト差）があるのは事実なので、こ

れをどうマーケットで受容していただいて、受け入れて貰うのかが

大事な問題と思う。

販路拡大について、価格差（コスト差）については、基本法の中で

も「食料の持続的な供給に要する費用の考慮」が謳われていること

から、合理的な価格形成に向けた取組について記述する。

【Ⅳの２】

合理的な価格形成に

ついて記述

菊谷委員

資料にもクリーン農産物の販路拡大とあるが、記載内容がやや弱い

と考る。ただ漠然とを輸出するとか、販路拡大するとかではなく

て、何の農産物を、ターゲットを絞って、どこにどうやって売って

いくというような具体的な施策が必要と考える。

本計画ではクリーン農産物の販路拡大に係る方向性を示しており、

産地ごとの販売については、生産集団等をはじめとする関係者で協

議していただくことが必要であり、その際は道も積極的にアドバイ

スを行ってまいりたい。

【Ⅳの５】

北海道食の輸出拡大

戦略に準拠すること

を記述

小野委員

また栄養教諭の関係で、札幌だけに絞ってという説明であったが、

栄養教諭は全道におり、地産地消を今やっているのでそういうとこ

ろを理解して、YES!cleanの品物を使えるようにしていただきたい

なと思う。全道の栄養教諭の研修会が毎年１月に札幌であり500人

も集まるので、そういう場で説明をしたら良いのではないか。

栄養教諭の集まりもあるとのことで、ぜひそういう場を周知する場

として使わせていただきたい。おいおいご相談させて欲しい。
特になし
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犬島委員

環境に対する意識は消費者の中でも年々高まってきてると思うが、

それと農産物が結びついていないという印象。消費者が選ぶことで

環境にやさしいと簡単にイメージできるようになれば、もう少し手

に取ってもらえるのかなと感じた。

クリーン農業の概念図だが、私もわかりづらいと思っており、有機

はわかりやすいが、この３割減とか５割減とか消費者にとってはと

てもわかりづらい。イエスクリーンのマークもあったりするが、知

る人ぞ知るみたいな感じになっており消費者に届いてないのではな

いかというのが正直な感想。これをわかりやすいように広めるため

情報発信の強化が必要だと思う。そちらを強化して欲しい。あと、

価格については、手に取りやすい価格であることは本当に重要。ク

リーン農業に対する理解醸成ということで、子供たちに教育をして

いくということは大変すばらしいことだと思うが、そのあと手にと

ることができなければ意味がないので、価格設定だったり何か補助

があると良いと感じた。これが広まっていくことで北海道の地域の

活性化になっていけばいいのかなと思っている。

クリーン農業について消費者に認知されていないことは課題として

認識。そのためまずYES!cleanについて、子供たちを通じて親にも

伝えたいと考えている。

さらに、YES!clean農産物が並んでないとか、並んでいても

YES!cleanとして表示されてないこともあるので、消費者の需要に

応えていけるよう、直売所と連携したＰＲや加工食品の拡大などに

取り組み、クリーン農産物の作付けを広めてまいる。

【Ⅳの３】

学校給食への利用促

進について記述

【Ⅳの３】

YES!cleanのPRにつ

いて記述

加藤委員

各委員から出ていたように、このイエスクリーン農産物をより消費

者に知ってもらうっていうことが、消費拡大、販路拡大、そして価

格形成にも繋がっていくと思うので、やはりそのあたりをもっと強

化すべきではないかと思う。

もう１点、教育現場にクリーン農業の理解促進を図るために、ア

タックしやすい札幌市から始めるのだと理解したが、やはり全道に

広げていっていただければと思う。

クリーン農業について消費者に認知されていないことは課題として

認識。そのためまずYES!cleanについて、子供たちを通じて親にも

伝えたいと考えている。

他の地域に広げることについては、今後検討してまいりたい。

さらに、YES!clean農産物が並んでないとか、並んでいても

YES!cleanとして表示されてないこともあるので、消費者の需要に

応えていけるよう、直売所と連携したＰＲや加工食品の拡大などに

取り組み、クリーン農産物の作付けを広めてまいる。

【Ⅳの３】

学校給食への利用促

進について記述

【Ⅳの３】

YES!cleanのPRにつ

いて記述
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氏名 ご意見 道の考え方 （案）への反映

すずき委員

イエスクリーンの位置付けがよくわからない。30年たってイエスク

リーンが一体何を目指しているのかがわからない。オーガニックと

かエコとかの言葉は浸透してると思うが、何がクリーンなのかは

ちょっとわかりづらい。

そこは解消法があって、もし子供に教えるのであれば、学校給食も

例えばイエスクリーンにしていくとか、オーガニック給食っていう

まではいかないけれども、知識だけじゃなくてちゃんと食べてって

いうところまでやって欲しいなというふうにちょっと思う。

クリーン農業について消費者に認知されていないことは課題として

認識。そのためまずYES!cleanについて、子供たちを通じて親にも

伝えたいと考えている。

札幌市内の子供たちに栄養教諭さんを通じていろいろお話をしてい

ただくと同時に、給食でイエスクリーン農産物を出してもらって、

食べながら学んで貰う一連の流れでやっていきたい。

さらに、YES!clean農産物が並んでないとか、並んでいても

YES!cleanとして表示されてないこともあるので、消費者の需要に

応えていけるよう、直売所と連携したＰＲや加工食品の拡大などに

取り組み、クリーン農産物の作付けを広めてまいる。

【Ⅳの３】

学校給食への利用促

進について記述

【Ⅳの３】

YES!cleanのPRにつ

いて記述

池田委員

副次的効果のところで、肥料や農薬、化石燃料などを減らして循環

的な農業を推進し、海外の資源への依存を減らせば日本の食料安全

保障に繋がる。生産者にとっても国民全体にとってもリスクヘッジ

になる。そういう政策なんだということをもっと積極的にこういう

とこに入れたらいいんじゃないかなと思います。

副次的効果の中で、肥料や農薬等を減らすことが外的要因の影響を

受けにくい経営体の実現に繋がることを記載することとしたい。

また、「技術導入によりかかる経費と収入との調和が必要」という

表現は誤解を招くので訂正したい。

【Ⅲの２】

食料安全保障への寄

与について記述

【Ⅳの１】

利益の向上について

記述

野口会長

生産の点については、コストが上がってしまうがそれによって生産

農産物の価格が上がること避けなきゃいけない。生産性を犠牲にし

ないでそういったことを実現するためには科学技術を使うしかない

ので、ここに挙げられたスマート農業がとても重要。しかし導入す

るときにはコストがかかり、農産物の価格に反映させる必要があ

る。これまた大きな問題です。今日本政府はスマート農業技術活用

促進法を10月１日に施行しました。シェアリングとか農家の方利用

しやすいようなことまで含めて議論しないと、スマート農業を利用

することでクリーン農業が推進できるかどうかはポイントになると

ころだと思います。この委員会では違うのかもしれませんけど、少

しそのあたりを踏み込んだ、スマート技術は使えるがどう使うかが

非常に重要ではないか。

「北海道スマート農業推進方針」に基づき、スマート農業技術が地

域や個々の営農状況に応じ着実に導入されるよう、技術情報の発

信、人材の育成、相談窓口の設置などに取り組んでまいる。

【Ⅳの１】

スマート農業技術の

活用について記述

4



氏名 ご意見 道の考え方 （案）への反映

野口会長

　いずれにしても消費者は、地球環境がとても重要だなと皆さんわ

かっているが、地球環境のために自分のお金を投資するとなると、

それ相応の立派な方でないとなかなかできないと思うので、そのあ

たりの理解はやはり子供に理解してもらって、それによって安全で

安心のちょうどいい食料なんだということも併せてわかってもらう

ような仕組みがもう少し強調されたらどうかなと思います。

学校給食を活用した取組の中で、クリーン農産物を購入することで

環境負の低減に貢献することなどについて理解醸成を図ってまい

る。

【Ⅳの２】

クリーン農業に対す

る理解醸成について

記述

すずき委員

（メールで追

加意見）

YES！clean について。特栽についても他のものについてもわかり

ずらいことは判明していますので、整理整頓と名称の在り方をお願

いします。

オーガニックやエコなどの言葉はすでに消費者側にも浸透していま

す。

この言葉が良いと言うわけではありませんが、北海道独自のと言う

ことろを含め、明確にする必要があります。子どもに対しても教育

をするのであれば。

クリーン農業の取組が、国に先駆けて北海道が独自に取り組んでき

たこと、YES!clean表示制度が北海道独自の制度であることなどを

訴えてまいる。

【Ⅳの３】

北海道独自の表示制

度であることを記述

すずき委員

（メールで追

加意見）

clean農業をスタンダードを３０年推奨してきていますが、その上

で、生産者はどこを目指す農業になっていくのでしょうか？

まずは普通の農業からclean農業に移り、やがて特別栽培　そして

有機無農薬へ移行していくのがみどり戦略にもつながっていくと言

うことなんでしょうか？

生産者の負担（書類提出や様々な。有機JASにもよく聞かれます

が）を軽減できる方法と、目標を明確にして、応援していくことが

必要と思います。

　北海道の農業は、土づくりを基本に必要最小限の農薬と化学肥料

を用いて、安定生産と環境負荷低減を両立していくことを目指す一

方、その取り組み方については生産者個々の経営や考え方に合わせ

た方法が選択できるのも本道の特徴となっている。

【Ⅱの１】

クリーン農業の定義

を記述

【Ⅳの３】

多様なクリーン農業

について記述

すずき委員

（メールで追

加意見）

消費者は昨年も似たような話題になりましたが何をどこを向けば良

いのかわからないので例えば「地産地消」の売り場を設けた中に

clean農業の農産物、特別栽培、有機などの表示をしていくのがい

いかと思います。

もうすでにされているところもありますが再度見直しを。

それと、町村さんの言っていた販路拡大の１番は私も国内消費であ

るとおもいます。まして、環境負荷をかけないのであれば地産地消

だと考えます。遠くのものより近くのものを。

地産地消については「北海道食の安全・安心基本計画」に基づき、

消費者と生産者の相互理解の促進、地域資源の活用や観光との連携

による道産食品の消費・販売の拡大により取り組んでいるところ。

なお「クリーン農業推進計画」の中では、特に地域の農産物直売所

と連携した取組を行ってまいる。

【Ⅳの５】

国内販売に係る内容

を記述
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すずき委員

（メールで追

加意見）

子どもに教育。ますます栄養教諭の役割が重要ですね。

clean農業がスタンダードなら、全部clean農業以上の農産物で学

校給食を作るべきです。予算をもぎ取ってください。

そのようなことがあれば、子どもたちにちゃんと浸透していきます

し、地域の農業者の励みにもなると思うのです。

子どもは未来を支える人たちですから、そこにしっかり投資するべ

きと思います。

札幌市内の子供たちに栄養教諭さんを通じていろいろお話をしてい

ただくと同時に、給食でイエスクリーン農産物を出してもらって、

食べながら学んで貰う一連の流れで取り組んでまいる。

【Ⅳの３】

学校給食への利用促

進について記述

すずき委員

（メールで追

加意見）

スマート農業については、このスマート農業がclean農業につなが

るか、そこはまた別なのかもしれませんが、人手不足の解消がなけ

れば根本的にもclean農業にも取り組めないですね。

また高齢化している農業者を近隣の若手農業者がその技術を持っ

て、フォローしていることを十勝の若手農業者にお聞きして、人口

減という課題を抱え、近い未来必要な技術だとおもいます。

人口減少が進む我が国において、スマート農業技術の活用により人

手不足を補っていくことが重要と考える。

【Ⅳの１】

スマート農業技術の

活用について記述
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